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Let’sシリーズには，Talk，Write，Listen，Readの4種類があります。各技能領域に特化した活動
を行い，目的・場面・状況に合わせたコミュニケーション能力を伸ばします。

実生活に即したコミュニケーション活動❶

1 質問して答える

1年 Unit 1～Unit 5のEnjoy Communicationでは，
小学校でやってきた簡単なやり取りをふり返ります。

2 対話を続ける

1年のSmall Talk!では，Unitの進度に合わせたテー
マ設定で，即興的に対話を続ける練習をします。

1年

❶お願い
❷体調
❸道案内
❹レストラン

2年

❶ホテルでのトラブル
❷ていねいなお願い
❸電車の乗りかえ
❹買い物
❺電話でのやり取り

3年
❶はじめての出会い
❷町中での手助け
❸食品の選択

新学習指導要領のポイントとなる新領域「話すこと［やり取り］」は，Let’s Talk以外のパートでも手厚く扱い，
小学校から高校へと段階的・系統的に力をつけられるようにしています。

▲1年 p.74

▼3年 p.102, 104

3 場面に合わせて対話する

主に2・3年の対話文には，
Plus Oneで即興的に対話
する活動を設定しています。

▲2年 p.60

Let’s Talk
実生活に即した場面や状況に合わせて，即興的なやり取りを行います。
小学校で「話す」活動を続けてきたことを生かし，中学校でも「間違いをおそれずに」
まず言ってみることから始めましょう。

Speaking 
Swallow

スピーキング スワロー

即興的なやり取り

設定を変えてアレンジする活動を通して，
状況に合ったやり取りの仕方や相手意識を
身につけます。

アレンジする3

その場面で使える典型的な表現を，モデル
対話を通して学習します。

モデルを確認する2

Let’s Talk以外でも!

▲1年 p.16

4 論理的に議論する

3年最後のStage Activityでは，やり取りの集大成と
して，「日本は住むのによい国か」というテーマでディ
ベートを行います。

▲1年 p.56

まず言ってみる1
目的
場面
状況

学習したことを使いながら，イラストの場
面や状況に合った表現を即興的に考えます。

本誌p. 8

小学校からつなげる新領域の『やり取り』

教師用指導書に付したQR
コードから，小学校の活動
が動画で見られます。

配当時間 各1時間

Let’s
シリーズ 目的

場面
状況

場面，話題，スキルなどの
観点から系統を意識した
配列です。
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1年
❶�Let’s Climb Mt. Fuji（メッセージ）
❷City Lights（物語）

130語
230語

2年
❶�History of Clocks（説明文）
❷�A Glass of Milk（物語）
❸  Pictures and Our Beautiful Planet（伝記・説明文）

296語
318語
397語

3年
❶�A Mother’s Lullaby（物語・スピーチ）
❷�Power Your Future（説明文）
❸  A Graduation Gift from Steve Jobs（スピーチ）

440語
403語
509語

▲1年 pp.98-99

適切な形式で書く活動

1年
❶留学生のプロフィール
❷欠席した友達への電話連絡
❸ラジオDJのトーク

2年

❶機内放送
❷インタビュー
❸天気予報
❹留守番電話
❺商品のコマーシャル
❻店内のアナウンス

3年

❶ディスカッション
❷講演
❸ラジオの災害情報
❹テレビの国際ニュース
❺�世界で働く人への 
インタビュー
❻中学校生活の思い出

1年
❶お祝い ―グリーティングカード―
❷旅先からの便り ―絵はがき―

2年
❶留守番電話のメッセージへの返信 ―メール―
❷ホームステイのお礼状 ―手紙―

3年
❶有名人への手紙 ―ファンレター―
❷記事への意見 ―投稿文―
❸グラフや表の活用 ―レポート―

目的に合わせた読む活動

Unit 4で防災を
扱う前に，災害
情報を聞きます。

▲3年 p.56 ▲3年 p.57

リアルな場面の聞き取りの活動です。身近な対話から社会的な話題まで段階的に取り上げます。 Unitで学んだ「読む」スキルを活かして，
さらに長い文章を読みます。さまざま
なタイプの文章をスパイラルに扱うこ
とで，高校に向けた読解力を確実に育
てます。

目的や場面に合わせて書く力をつける活動です。
日常的な短めの文章から聞いたり読んだりした
ことに対する意見文などまで扱います。

配当時間 各2～5時間

Writing Whale
ライティング ホエール

Let’s Listen

Listening Lion
リスニング ライオン

Let’s Write

Reading Raccoon
リーディング ラクーン

▲2年 p.67
▲2年 p.57

Unit 4でホームステイ
に行った流れを受けて，
お礼状を書きます。

▲3年 pp.106-107

バラエティ豊かな聞き取り

エネルギー問題に
ついて意見を述べ
るために読みます。

相手の希望に合わせた
登山ルートを提案する
ために読みます。

目的
場面
状況

実生活に即したコミュニケーション活動❷

聞く前に目的意識を明確にし，
自分ごととしてイメージをふ
くらませます。

目的
場面
状況

絵はがき⇒お礼状⇒ファンレターの
ように，目的に合わせた文章形式を
段階的に扱っています。

目的
場面
状況

文章構成を意識させるため，
モデル文には赤（導入），黄
（内容），青（まとめ）の色を
つけています。

配当時間 各1時間

配当時間 各1時間

Let’s
シリーズ

　　 非連続型テキストと合わせて 
必要な情報や要点を読み取る活動

例




